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本日の内容 

 放射線科とは 

 放射線検査 

 MRI検査 

 CT検査 



放射線科とは 

画像診断部門 

一般撮影検査、CT検査、MRI検査、血管造影検査、 
消化管造影検査などの様々な検査や色々な手段を駆使して
得られた画像から病気を見つけ出し診断しています。 

核医学部門 

放射線を放出する少量の薬剤（放射性医薬品）を体内に投与すると、 
その放射性医薬品が特定の臓器に集積しその後排泄されていきます。この様子
をガンマカメラを用いて画像化することにより、臓器の働きを診断しています。 

放射線治療部門 

病変に対し高エネルギーの放射線を照射することによって治療を行っています。 



本日の内容 

 放射線科とは 

 放射線検査 

 MRI検査 

 CT検査 



放射線検査 

単純X 線撮影検査 

透視検査 

マンモグラフィー 

血管造影検査 



単純X 線撮影検査 

一般撮影の分野でも装置はめざましく進歩し続けています。 
当院でも従来のFilm撮影から、CR（コンピューティッドラジオグラ
フィ）に代わり、現在はFPD(フラットパネルディテクタ)を搭載した
装置を2台導入しています。 
また、昔ながらのFilm出力からX線を透過したデータをコンピュータ
で画像処理し、1枚の画像として提供するデジタルシステムに移行し
ています。 

 東芝社製 
  ・DST-1000A 

 GE社製 
  ・Discovery XR650 FIXED 
  ・Discovery XR650 3D 



単純X線撮影検査 

FPD：低線量で高画質な画像を取得することが可能。 

インスタントカメラ 
（Film撮影） 

デジタルカメラ 
（CR） 

一眼レフカメラ 
（FPD） 



単純X 線撮影検査 

 DE（Dual Energy Subtraction） 

単純X 線撮影装置の特徴 

 長尺撮影（オートイメージペースト） 

 トモシンセシス（Volume RAD） 



通常画像 軟部組織画像 骨組織画像 

DE 
（Dual Energy Subtraction） 

一回の撮影において連続で2種類の異なる線質の
X線をだし通常画像と骨組織画像を取得します。
この画像情報を差し引きすることで、軟部組織
画像を作成します。 
この撮影法により、骨とかさなり合った異常陰
影を判別でき診断に有効な画像を提供できるよ
うになりました。 



単純X 線撮影検査 

 DE（Dual Energy Subtraction） 

単純X 線撮影装置の特徴 

 長尺撮影（オートイメージペースト） 

 トモシンセシス（Volume RAD） 



長尺撮影 
（オートイメージペースト） 

脊椎全域や下肢全域などの広範囲の撮影において、 
一つの連続した画像として提供する撮影です。 

長尺撮影は 

 脊椎側弯症の診断 
 

 股関節・膝関節・足関節などの加重関節の診断 
 

 下肢立位長尺撮影による距離計測など 

1ショットでは撮影できないため分割して撮影を行い、
それらの画像を貼り合わせて一つの画像にします。 



全脊椎撮影 

① 

② 

③ 



単純X 線撮影検査 

 DE（Dual Energy Subtraction） 

単純X 線撮影装置の特徴 

 長尺撮影（オートイメージペースト） 

 トモシンセシス（Volume RAD） 



トモシンセシス（Volume RAD） 

特 徴 
 
 通常の単純X 線撮影と同様にあらゆる部位の撮影が可能。 
 単純X 線撮影では見逃す可能性のある複雑な手首や足首
の微小骨折の診断。 

 CT検査やMRI検査には弱点となる金属による画像への影
響(アーチファクト)が少ないため、人工関節が埋め込ま
れた部位周辺の診断が可能。 

 耳鼻科領域の急性副鼻腔炎では、少量の液面形成の測定
でも十分に評価が可能。 

1回の撮影で、角度を変えながらX線を連続照射し、任意の複数断層画
像を得ることができる撮影方法。 



症例１ 副鼻腔炎 

単純X 線撮影 トモシンセシス（Volume RAD） 



症例２ 胸椎クレフト形成 

単純X 線撮影 トモシンセシス（Volume RAD） 



症例3 大腿骨骨癒合 

CT画像 トモシンセシス（Volume RAD） 



放射線検査 

単純X 線撮影検査 

透視検査 

マンモグラフィー 

血管造影検査 



透視検査 

東芝社製 

当院の透視装置はFPD(フラットパネルディテクタ)が搭載された装置
を２台導入しており高画質で、より被爆の少ない検査治療が行えるよ
うになっています。 

ZEXIRA DREX-ZX80 Ｕｌｔｉｍａｘ－ｉ ＤＲＥＸ－ＵＩ80 



透視検査 

◆ 消化器系       ◆泌尿器系   
  胃透視・注腸          RP・CG・ステント挿入など    

    イレウス管など 
 

◆整形外科系       ◆透視下内視鏡 
  ミエロ・整復           ERCP・BFなど   

    神経根ブロックなど 
 

◆婦人科系        ◆ NST  
  ヒステロ            嚥下造影 



透視検査 
消化器系    

胃 透 視 

注 腸 

泌尿器系    

膀 胱 造 影 

RP手技によるステント留置 

ヒステロ 
（子宮卵管造影） 

婦人科系    



透視検査 
整形外科系    

ミエログラフィー 
（脊髄造影） 

上腕骨頭骨折 
（整復前） 

上腕骨頭骨折 
（整復後） 

ERCP 

BF 

透視下内視鏡    



透視検査 
NST（嚥下造影）   

嚥下造影検査は、摂食嚥下障害の患者さんに対して透視をだしな
がらバリウムを混ぜた飲み物や食べ物を食べていただきます。そ
の一連の流れの透視画像を録画しながら確認、診断します。 



放射線検査 

単純X 線撮影検査 

透視検査 

マンモグラフィー 

血管造影検査 



血管造影検査 

当院の装置はバイプレーンとシングルプレーンとあり、どちらの装置
にもFPD(フラットパネルディテクタ)が搭載され高精細で歪みのない透
視画像や撮影画像が取得できます。 
3Dワークステーションを装備しているので、撮影データを転送し3D
画像に再構成することで血管をどんな角度からでも観察することがで
きます。 

島津製作所社製 

ＢＲAＮＳIＳＴ ｓａｆｉｒｅ UD１５０-４０ 

バイプレーン シングルプレーン 



血管造影検査 

○バイプレーンとは 

一台の装置にX線管球とFPD（フラットパネルディテクタ）の対が
2セットあるシステムのことです。 

○バイプレーンの特徴  

一回の造影剤の注入で2方向の撮影が 
できるので、従来のシングルプレーンと
比較すると  

 造影剤の使用量を半分程度に抑えること
ができる。 

 被検者の被ばくを低減できる。 
 検査効率が良くなり時間を短縮できる。 
 
         などが挙げられます。 



血管造影検査 

○シングルプレーンとは 

17×17インチの広範囲なFPDが付いており
術中に回転しCT画像のような断面画像を再
構成することができます。その画像を元に
3D画像を作ることも出来る。 

3D画像 CT画像 CT like画像 



血管造影検査 

◆冠動脈造影 

RAO 30゜ 
CAU 30゜ 

LAO 45゜ 
CRA 30゜ 

Frontal 

Lateral 

◆頭部血管造影 



血管造影検査 

◆T A E 

ＣＡ 

ＳＭＡ 

◆四肢造影 

下肢PTA 

シャントPTA 



放射線検査 

単純X 線撮影検査 

透視検査 

マンモグラフィー 

血管造影検査 



マンモグラフィー 
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装 置 更 新 

 微小石灰化の描出能の向上 
 約30％の線量低減しても同等の画質が得られる。 
 トモシンセシス機能追加 

X線管球を移動しながら連続的に低線量でX線を照射し、複数の位置から撮影し
た画像を再構成します。見たい構造に焦点を合わせた画像を提供することが可
能で、乳腺構造の重なりにより発見が難しかった病変の観察を容易にします。 

装置の特徴 

トモシンセシス機能とは 



本日の内容 

 放射線科とは 

 放射線検査 

 MRI検査 

 CT検査 



CT装置 

 東芝社製 
  Ａｑｕｉｌｉｏｎ 64    ２００５年（平成１７年）４月 
  Ａｑｕｉｌｉｏｎ ONE    ２０１３年（平成２５年）３月 

Aquilion 64 Aquilion ONE 



装置の比較 
Aquilion 64 Aquilion ONE 

3.2ｃｍ 16ｃｍ 

ONEの検出器の幅は64列の検出器を5つ分合わせた大きさです。 

検出器 



６４列 ３２０列 

検出器の比較 



ONEの基本的特徴 

① ONE Rotation Scan（1回転スキャン） 

② ONE Phase Scan（等時相性スキャン） 

③ Dynamic Volume Scan 



ONEの基本的特徴 

 １６０ｍｍの範囲を撮影できるため、頭部や心臓は１回転で撮影できる。 
 

 1回転で1臓器の撮影ができるため撮影時間が短く体動や息止め困難な患
者さんに有効である。 
 

 体動も問題になる小児検査にも有効で大幅な被ばく低減にもなる。 

① ONE Rotation Scan（1回転スキャン） 

② ONE Phase Scan（等時相性スキャン） 

 同じ時刻に一度に撮影するため、造影検査で造影ムラのない
等時相データの取得が可能です。 

③ Dynamic Volume Scan 

 連続で撮影することで血流動態や呼吸性移動量が評価可能。 
  新たに形態・機能画像診断の融合ができるようになります。 



ONE ROTATION SCAN 
（心臓領域） 



ONEの基本的特徴 

 １６０ｍｍの範囲を撮影できるため、頭部や心臓は１回転で撮影できる。 
 

 1回転で1臓器の撮影ができるため撮影時間が短く体動や息止め困難な患
者さんに有効である。 
 

 体動も問題になる小児検査にも有効で大幅な被ばく低減にもなる。 

① ONE Rotation Scan（1回転スキャン） 

② ONE Phase Scan（等時相性スキャン） 

 同じ時刻に一度に撮影するため、造影検査で造影ムラのない
等時相データの取得が可能です。 

③ Dynamic Volume Scan 

 連続で撮影することで血流動態や呼吸性移動量が評価可能。 
  新たに形態・機能画像診断の融合ができるようになります。 



ONE Phase Scan 
（等時相性スキャン） 

金魚が入った金魚鉢をヘリカルス
キャンとボリュームスキャンでそれ
ぞれ撮影します。 
どのような違いがおこるでしょう？ 

問  題 

金魚鉢 



ONE Phase Scan 
（等時相性スキャン） 

ヘリカルスキャンでは臓器を体軸方向に撮影していくため一定の
時間が必要となる。そのため造影撮影において撮影開始位置と終
了位置では時相が異なり、生体の動きが早い場合には画質の劣化
の原因となるだけではなく、灌流検査などの機能情報を得る上で
も弊害となる。 

ヘリカルスキャン ボリュームスキャン 



バウンディングアーチファクト
（６４列ＣＴ） 

横からの画像 縦からの画像 

ONE ROTATION SCAN 
（心臓領域） 



V R画像 

ONE 冠動脈画像 

ONE ROTATION SCAN 
（心臓領域） 

ＣＰＲ 

  ＡＧＶ             
(ｱﾝｷﾞｵｸﾞﾗﾌｨｯｸﾋﾞｭｰ） 



ONEの基本的特徴 

 １６０ｍｍの範囲を撮影できるため、頭部や心臓は１回転で撮影できる。 
 

 1回転で1臓器の撮影ができるため撮影時間が短く体動や息止め困難な患
者さんに有効である。 
 

 体動も問題になる小児検査にも有効で大幅な被ばく低減にもなる。 

① ONE Rotation Scan（1回転スキャン） 

② ONE Phase Scan（等時相性スキャン） 

 同じ時刻に一度に撮影するため、造影検査で造影ムラのない
等時相データの取得が可能です。 

③ Dynamic Volume Scan 

 連続で撮影することで血流動態や呼吸性移動量が評価可能。 
  新たに形態・機能画像診断の融合ができるようになります。 



４Ｄ画像（心臓） 

Dynamic Volume Scan 

ＣＴ Ｐｅｒｆｕｓｉｏｎ 

 観察対象部位における造影剤の濃度変化
から毛細管レベルの組織血流の情報を得て
組織本来の機能を評価するものである。 
 組織内の毛細血管レベルの血流状態を反
映しており、組織中の水の拡散状態を観察
しているＭＲＩの拡散強調画像とは異なる
現象を観察している。 



画 像 再 構 成 



本日の内容 

 放射線科とは 

 放射線検査 

 MRI検査 

 CT検査 



 M R I 

Ｉｎｇｅｎｉａ 1.5T 
Ｒｅｌｅａｓｅ ５．３ 

(PHILIPS社製） 

Ｉｎｇｅｎｉａ 3.0T CX 
Ｒｅｌｅａｓｅ ５．３ 

(PHILIPS社製） 

新館 本館 

２０１６年12月 ＭＲＩ装置更新 ２０１７年３月 ＭＲＩ装置更新 

更新してどう変わったか？ 



従来型アナログ 

Analog signal 

ADC 

Analog signal Analog Digital Converter 
(ADC) 

Analog signal 

従来アナログとデジタルの違い 

デジタル フルデジタル 

より被検者のそばでデジタル変換することによって、ノイズの影響を軽減 

デジタル変換機を患者様の傍に設置してより高画質の実現 

高画質と短時間化 



アナログ方式 フルデジタル方式 
（光信号にて送信） 

更新してこうなりました 

SNRは最大1.4倍 

前の機械（1.5T) 今の1.5Tの機械 



1.5T装置と3.0T装置の違い 

～比較したときの3.0Tのメリット～ 

高いSNR（1.5Tの最大1.4倍） 
 
  高いSNRにより、高分解能画像あるいは撮像時間短縮の実現を可能にする 
  しかしSNRの増加はアーチファクト（体動、蠕動、呼吸、血流など）の増加に 
  つながり画質の低下をもたらす             
      

TOF効果の増大 
 

Gd造影効果の増大 
  T1値が延長するため、造影剤による効果が高くなる 

 

最大のメリット 



頭部MRA画像提示 

Ｉｎｇｅｎｉａ  1.5T Ｉｎｇｅｎｉａ  3.0T CX 

高いSNRとTOF効果増大により末梢の血管まで描出できている 



1.5T装置と3.0T装置の違い 
～比較したときの3.0Tのデメリット～ 

SARの増加 
人体は、高周波を受けると渦電流が発生してジ ュール熱が生じる。 
 この加温作用は、 
 高磁場の装置ほど大きく（SAR:二乗に比例）， 
 大きな被検体で電気伝導率が高い組織ほど，SAR が大きい 
 （例：脳脊髄液、胃・腸管，血液，眼は高く， 脂肪，緻密骨は低い） 
 

RF磁場B１不均一 
 信号ムラが生じ画質低下につながる（躯幹部での影響大） 
 

T１コントラストの低下 
騒音 
 本当にうるさいです。防音工事をしてても本館MRI室横は音が漏れています 
 

前庭刺激 
 酔った感じで気分不良になる方もいます 



MultiTransmitにて撮影 

従来の3T装置   
矢印部で感度ムラによる信号低下がみられ
る。 

RF磁場B１不均一による影響 

しかし今は改善されて・・・ 



体内のRF分布が均一になり、誘電効
果だけでなく局所SARも大幅に低減
可能 
SARの制限が低減されるためパラ
メータ設定の自由度が向上 

体内のRF分布が不均一 
局所SARが問題となる 
3.0Tでは撮像条件が制限され時間
が延長 

MultiTransmitとは？ 

MultiTransmit SingleTransmit 



RF磁場B１不均一による影響 

有効FOVが制限される 

体軸方向に対して距離の長い検査においては、設定FOVが制限される 

B０とB1不均一のために画像の濃淡ムラや磁化率アーチファクトが顕著となる 

3.0T FOV＝400mm 

中心に比べ端では信号が
低下している 



先ほどの２枚に比して信号が低下している 



このようにすべての検査が3.0Tがよい訳ではない 

検査部位、被検者の状態、検査時間などでどちらが適しているか判断しています 



MRIにおけるリスクマネージメント 

多くの医療器具は非磁性体の材料に変更されているが、 
高速な傾斜磁場変化やＲＦ照射に対しての安全性は保証されていない 

MRI装置の特殊性に起因したマネジメントが必要 

★磁場 
 強い磁場により磁性体を吸引する現象 
 

★ラジオ波（ＲＦ） 
 ＭＲＩ検査で照射されるラジオ波（ＲＦ）は発熱効果が有る 
 高周波磁場による誘導電流も発生 



医療安全情報 PMDAより 

★ 磁 場 



MRI装置は、磁場の広がりを抑制しているため 
マグネットの近傍で磁場強度が最大となる。 
マグネット近傍で突然強く引き寄せられるため、注意が必要である。 

1.5T（青線）よりも 
３.0T（赤線）の方が吸引力が強い 

装置周辺の磁場強度 



もし、酸素ボンベをゆっくり近づけると・・・ 

ある地点で急に吸着します 

実際にはガントリーの中で暴れてどこかで吸着するのでもし患者さんがいると
酸素ボンベでボコボコに殴られるのと同じくらいのダメージが予測されます 



リング 

整形外科系 

婦人科系 

脳外科系 

眼科系 

耳鼻科系 

歯科系 
心臓系 腹部系 血管系 

動脈瘤クリップ 

コイル 

圧可変式バルブシャント 

プレート 

人工関節・人工骨頭 

髄内釘 

スクリュー 

ペースメーカー 

人工弁 

ステント 

胸骨ワイヤー 

インプラント 

矯正器具 

磁性アタッチメント 

コイル 

クリップ 

胆管ステント 

クランプ 

ステント 

人工血管 

大動脈ステント 

フィルター 

義眼 

人工内耳 

★ラジオ波（ＲＦ） 

代表的な体内留置金属 



MRIが禁忌である医療器具装置 

 心臓ペースメーカー 
 人工内耳（移植蝸牛刺激装置） 
 除細動器（ICD） 
 神経刺激装置 
 骨成長刺激装置 
 スワンガンツカテーテル 
 強磁性体の破片 



ラジオ波の作用で胸骨ワイヤー部位の違和感を訴えた事例がありました 

実際に数ヶ月前 
腰椎の検査中・・・ 



MRI安全マーク 

MR Safe（MRI安全） 
いかなるMRI環境下でも既知の危険性がない品目 

MR Conditional（条件付でMRI可能） 
指定されたMRI環境下における、指定された条件下の使用
で、既知の危険性がないことが実証された品目 

MR Unsafe（MRI危険） 
すべてのMRI環境下で危険性がある品目 



医療機器の添付文章（一例） 



認定資格 人数 

放射線管理士 1 

放射線機器管理士 1 

医療画像情報精度管理士 1 

日本診療放射線技師会シニア技師格 1 

第一種放射線取扱主任者 1 

放射線治療専門放射線技師 1 

放射線治療品質管理士 1 

マンモグラフィ認定技師 4 

MRI専門技術者 1 

X線CT認定技師 3 

肺がんCT検診認定技師 1 

放射線科は患者さんに安心して検査を受けていただけるよう 
それぞれのモダリティで資格を取得しています 

最後になりましたが 



ご清聴ありがとうございました 


